
バハマ船籍の豪華客船「クリスタル・セレニティ」（６万8870㌧）が９日正午すぎ、前日降った雪が残る横浜港に入港した。横浜港へは５
年ぶり３回目の寄港。同船は、全長250㍍、乗客定員1070人。90日間のワールドクルーズの途中で、11日午後10時に次港へ向けて出港した
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◇横浜定例講演会
2014年３月４日（火）
富士ゼロックス神奈川株式会
社と共催
ホテル、ニューグランド「レ
インボーボールルーム」
▽基調講演　15時～16時。
講師は日本銀行横浜支店長の
竹澤　秀樹氏、演題は「最近
の金融経済情勢について」
▽特別講演　16時10分～17
時40分。講師は東海大学副
学長、神奈川県体育協会会長
の山下　泰裕氏、演題は「人
を育てる、人に育てられる－
柔道を通して学んだこれから
の生き方－」
▽懇親会「神奈川情報交流会」
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看
板
施
策
の
実
現
が
進
ま
な
い
こ
と

に
対
す
る
、
焦
り
と
い
ら
立
ち
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。

　

大
阪
市
の
橋
下
徹
市
長
が
「
大
阪
都

構
想
」
の
是
非
を
問
う
た
め
、
市
長
を

辞
職
し
、
自
ら
再
出
馬
す
る
意
向
を
表

明
。
３
月
に
出
直
し
市
長
選
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
発
信
力
で
人
気
を
集
め
る
橋

下
氏
だ
が
、
今
回
の
手
法
は
勇
み
足
の

よ
う
に
思
え
る
。

　

異
例
の
事
態
と
な
っ
た
発
端
は
、
１

月
31
日
に
開
か
れ
た
都
構
想
の
制
度
決

定
を
進
め
る
大
阪
府
と
市
の
法
定
協
議

会
。
新
設
す
る
特
別
区
の
区
割
り
案
絞

り
込
み
が
、
大
阪
維
新
以
外
の
会
派
の

反
対
で
退
け
ら
れ
た
の
だ
。
こ
れ
に
橋

下
氏
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
移
行
が
遅
れ

る
だ
け
」
と
し
て
反
発
。「
信
を
問
う
」

と
表
明
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
協
議
会
で
は
区
割
り
案
の

絞
り
込
み
に
「
ノ
ー
」
が
突
き
つ
け
ら

れ
た
に
す
ぎ
ず
、
都
構
想
そ
の
も
の
が

否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
な

の
に
、
市
民
生
活
と
密
接
に
関
わ
る

2
0
1
4
年
度
予
算
案
を
決
め
る
重
要

な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
劇
場
型

選
挙
」
に
走
る
こ
と
は
市
政
の
停
滞
を

招
き
か
ね
ず
、
民
意
の
お
墨
付
き
を
得

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
は
と
う
て
い
言

い
難
い
。

　

市
長
選
に
勝
利
し
て
も
、
橋
下
氏
の

任
期
は
現
在
の
残
り
の
15
年
12
月
ま

で
。
大
阪
府
議
会
、
市
議
会
と
も
維
新

は
単
独
過
半
数
を
占
め
て
お
ら
ず
、
勢

力
図
が
す
ぐ
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

出
直
し
市
長
選
に
は
、
国
会
議
員
も

関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
河
野
太
郎
衆
院

議
員
（
神
奈
川
15
区
）
は
、
地
方
自
治

体
が
市
長
と
市
議
会
の
二
元
代
表
制
で

あ
り
、
議
会
の
構
成
、
意
向
を
変
え
な

け
れ
ば
構
想
が
実
現
し
な
い
こ
と
を
強

調
。「
私
も
神
奈
川
出
身
で
、
政
令
指

定
都
市
と
県
と
の
二
重
行
政
の
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
橋
下
氏
に
共
感
す
る

と
こ
ろ
も
多
い
。
し
か
し
、
今
回
の
よ

う
に
議
会
が
動
か
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、再
選
挙
の
道
は
取
る
べ
き
で
な
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

二
重
行
政
の
解
消
な
ど
で
、
橋
下
氏

の
考
え
を
支
持
す
る
市
民
か
ら
も
「
独

り
相
撲
に
終
わ
る
」
と
理
解
さ
れ
な
い

恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
求
心
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

地
方
議
員
は
民
意
に
敏
感
で
あ
る
。

大
阪
都
構
想
に
対
す
る
市
民
の
賛
同
が

も
っ
と
も
っ
と
高
ま
っ
て
い
れ
ば
、
議

会
も
賛
同
せ
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
だ
。

橋
下
氏
に
は
、今
回
の
よ
う
な
「
奇
襲
」

で
は
な
く
、
二
元
代
表
制
の
「
王
道
」

を
歩
み
、あ
わ
て
ず
に
議
論
を
尽
く
し
、

構
想
に
対
す
る
市
民
の
幅
広
い
支
持
を

得
て
、
議
会
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
努
め

て
ほ
し
い
。

（
神
奈
川
新
聞
社
経
済
部
長

�

石
曽
根
　
剛
）

「
奇
襲
」で
な
く「
王
道
」歩
め

視
描点
点

− 　 −3



　

親
し
い
ア
メ
リ
カ
人
セ
ー
ビ
ン
氏

は
、
み
ご
と
に
日
本
語
を
あ
や
つ
る
。

　

隣
家
の
イ
タ
リ
ア
人
サ
リ
ス
氏
は
、

日
本
文
学
の
研
究
者
で
み
ご
と
な
漢
字

を
書
く
。
あ
る
日
、
彼
が
書
い
た
メ
モ

に
ボ
ク
が
書
く
羽
目
に
な
っ
た
。
そ
の

貧
弱
な
こ
と
、
情
け
な
く
な
っ
た
。

　

か
つ
て
横
浜
の
居
留
地
に
住
む
外
国

人
は
、
日
本
語
の
新
聞
に
日
本
語
で
広

告
を
だ
し
た
。
１
８
６
７
（
慶
応
３
）

年
１
月
、
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
ベ
イ

リ
ー
が
日
本
語
で
発
刊
し
た
《
万
国
新

聞
紙
》
に
、
日
本
人
を
対
象
と
す
る
広

告
が
多
数
、
掲
載
さ
れ
た
。

　

山
手
に
住
む
イ
ギ
リ
ス
人
ス
メ
ッ
ス

は
、
ブ
タ
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
で

　
「
私
方
ニ
英
吉
利
産
の
豚
二
匹
」
が

い
ま
す
。
ブ
タ
を
持
っ
て
く
れ
ば
、
交

配
し
て
あ
げ
ま
す
。

　

発
行
す
る
ベ
イ
リ
ー
も
広
告
を
出

し
た
。

　
「
外
国
人
之
横
浜
ニ
住
居
致
者
、
此

後
日
増
ニ
繁

昌
可
致
ニ

付
、日
本
人
、

ア
メ
リ
カ
並

ニ
エ
ウ
ロ
ッ

パ
之
野
菜
物

を
作
り
候
得

は
、
多
分
之

利
可
有
之
、

若
又
土
地
・

気
候
宜
敷
、

野
菜
物
不
案

内
…
」

　

近
ご
ろ
、
横
浜
に
住
む
欧
米
人
が
増

え
て
、
西
洋
野
菜
を
栽
培
す
れ
ば
き
っ

と
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
。
私
の
農
園
で
そ

の
栽
培
法
を
伝
授
し
ま
す
と
。

　

下
図
は
５
号
の
広
告
、
と
こ
ろ
が
広

告
と
い
う
用
語
は
ま
だ
な
く
、「
報
告
」

と
い
っ
た
。
右
下
か
ら
、「
口
中
一
切

療
治
仕
候
」
と
、
居
留
地
の
歯
科
医
が

日
本
人
の
患
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
。

そ
の
左
上
は

　
「
私
店
に
外
国
の
衣
服
書
物
筆
紙
墨

の
類
、
其
外
色
々
品
物
何
に
寄
ら
ず
商

売
仕
候
」。
さ
ら
に
左
は

　
「
ア
メ
リ
カ
に
学
問
修
業
交
易
又
は

見
物
遊
歴
ニ
渡
海
被
成
度
者
は
随
分
御

世
話
申
候
」
と
、
海
外
旅
行
を
斡
旋
す

る
ア
メ
リ
カ
人
リ
ー
ド
。
の
ち
に
総
理

大
臣
に
な
る
高
橋
是
清
は
、
こ
の
広
告

を
読
ん
で
渡
米
し
た
。
と
こ
ろ
が
支

払
っ
た
渡
航
費
は
リ
ー
ド
が
着
服
、
ア

メ
リ
カ
本
土
で
「
転
売
」
さ
れ
、
奴
隷

の
よ
う
な
苦
労
を
し
た
と
い
う
。
岸
田

吟
香
と
《
横
浜
も
し
ほ
草
》
を
発
刊

（
1
9
6
2
号
参
照
）
し
た
リ
ー
ド
は

悪
人
で
あ
っ
た
。
左
端
は
「
私
店
に
羅

紗
外
国
人
衣
類
沓
皮
之
類
」、
ラ
イ
フ

ル
銃
や
ピ
ス
ト
ル
ま
で
取
り
揃
え
て
い

る
。
も
し
希
望
の
品
が
な
け
れ
ば
直
ち

に
米
国
か
ら
取
り
寄
せ
る
と
マ
ー
ク
ス
。

　

こ
う
し
た
広
告
主
の
外
国
語
を
だ
れ

が
訳
し
た
の
だ
ろ
う
。《
万
国
新
聞
紙
》

を
発
刊
し
た
ベ
イ
リ
ー
の
も
と
に
、
す

ぐ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
い
た
。
の
ち
に
国

語
辞
書
「
言
海
」
を
完
成
し
た
文
学
博

士
・
大
槻
文
彦
。
朝
日
新
聞
の
ル
ー
ツ

で
あ
る
新
聞
「
自
由
灯
」
を
創
刊
し
た

政
治
家
・
星
亨
で
あ
る
。
文
章
も
文
字

も
む
つ
か
し
い
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
万
国
新
聞
の
「
報
告
」。
１
８
６

７
（
慶
応
３
）
年
掲
載

効
果
あ
っ
た
広
告

宮
野
　
力
哉

新
聞
広
告
が
始
ま
っ
た
④

広
告

談
珍

− 　 −16


